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「会館改修工事完成祝」及び「新年交流会」開催 

 

見晴台自治会  

 

発行･編集 見晴台自治会事務局 〒067-0042 江別市見晴台 54-5 見晴台自治会館 ℡011-378-9884 

 

令和７年１月１１日（土）午前１１時から自治会館大広間で

会館改修工事完成祝・新年交流会を開催します。  

参加費は 1,000 円、飲食・ゲーム（カラオケ）で会員同士の

交流を深め楽しいひと時を過ごしませんか。アルコールの提供がありますので、

２０歳以上の方が対象となりますが、多くの皆様の参加をお待ちしています。  

参加希望の方は、自治会だよりとともに配布しました参加申込書チラシに必要

事項を記入し、１２月２２日までに見晴台自治会館郵便受けに投函して下さい。  

（運営委員会）  

 

 ▽▲△▲▽ LINE WORKS の導入について ▽▲△▲▽ 
 １２月より、見晴台自治会の事務局、各部部長、区長、民生委員の方々を対象に、

緊急性を有する、あるいは、重要な情報の迅速な伝達手段として、LINE WORKS

（自治会向け無料プラン）を導入します。  

利用方法の具体的な内容は、１２月の役員会でお知らせしますので、参加される

方でスマホをお持ちの方はご持参ください。  

 また、副部長、班長も情報伝達を希望される方は事務局へご連絡ください。  

〔情報担当〕  

 

2024(令和６)年 

12 月 よ  

だ り 
通算３５８号 

 

号  

見晴台住民数（令和６年１1 月１日現在） 

男性  2,030 人  （前月比  6 人増） 

女性  2,19９人  （前月比  2 人増） 

合計  4,22９人  （前月比  8 人増）  

 
 

〔１２月の行事予定〕 
1 日(日)  自治会だより発行   21 日(土)  広報原稿締切り  

6 日(金) 19:00 運営委員会   25 日(水) 15:00 自治会だより編集会議 

7 日(土) 8:30 資源回収   28 日(土) 9:00 自治会だよりほか配付  

13 日(金) 19:00 役員会  29 日(日)   

21 日(土) 8:30 資源回収   ～1 月 3 日(金 ) 休館日  

 

HP の「行事報告」のビデオ・写真は、プラ
イバシー保護のため、次のパスワードで閲覧
できます。 ※パスワードは毎月変わります。 
（１２月のパスワード）  2584 

 〔情報担当〕  

＜自治会ホームページへのアクセス
＞ 
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1３区２班 園部 真幸 

江別インター線の発掘調査では、元江

別１遺跡以外の調査でも大きな成果があ

りました。後藤遺跡における古墳の‶再

発見〟です。古墳と言っても天皇陵のよ

うな大規模なものではありません。大き

いものでも直径６～７ｍ、高さ１ｍくら

いの円形か楕円形の盛土墳です。  

 後藤遺跡という名称は、最初に古墳を

発見した後藤寿一氏（当時札幌市山鼻小

学校訓導）に因んで付けられたものです。 

 後藤氏は昭和６年に豊平川（現・世田豊

平川）右岸の台地上で 40 基余りの古墳を

発見、うち 16 基を調査して盛土下の墓穴

から毛抜形刀（けぬきがたとう）、蕨手刀

（わらびてとう）などを発掘しています。 

 後藤氏は翌年恵庭でも同様の古墳を発

見し 15 基を調査していますが、いずれの

古墳もすでに土取りや耕作によって消失

したものと考えられていました。  

 昭和 55 年の夏に近いある日、後藤遺跡

の発掘現場を見学に行ったところ、調査

担当者の直井孝一さんから土取り跡を精

査した面にドーナツ状の黒い落ち込みが

表れているのを教えられました。  

 疑いもなく古墳の周囲を巡る溝（周溝）

でした。発掘を進めていくと新たに３基

が見つかりました。

 何しろ 50 年ぶりの大発見です。文化庁

の調査官や有名な先生方が続々やって来

て、調査予定になかった台地の北側につ

いても範囲確認調査を行うことになりま

した。結果、18 基の古墳の周溝が確認さ

れました。  

 周溝内や周辺からは古墳に関連する土

師器（はじき）、須恵器（すえき）、鉄やじ

り、鋤先（すきさき）、刀身片、紡錘車な

どが発見されました。いずれも８世紀後

半から９世紀に本州で作られ、北海道へ

持ち込まれたと考えられるものです。  

古墳の被葬者をめぐっては、主に３つ

の説があります。一つは北海道を支配す

るためにやってきた律令政権側の人々、

一つは律令政府に服属した北海道の部族

の有力者たち、一つは北海道に移住して

きた東北地方の蝦夷（えみし）の人たちで

す。論争は研究者の間でまだ続いていま

す。皆さんならどう考えますか？  

江別インター線工事予定地内の３基に

ついては保存できませんでしたが、範囲

確認調査で発見された 18 基については

現状保存の上、平成 10 年９月に江別古墳

群として国の史跡に指定され、史跡公園

としての整備が待たれています。（完）  

 

 

 

 

 

 

 

 

江別インター線発掘調査の思い出（３）

浦武四郎と対雁 

周溝の発掘風景（左）、復元された古墳（右）  （『元江別遺跡群』江別市教育委員会 1981 年より）  
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【見晴台自治会ホームページとは】 

今年６月から運用が始まった見晴台自治会ホームページは、自治会員の皆様への行事等の案内や、

自治会だよりには載せきれないカラー写真、ビデオの掲載、江別市からの情報伝達などを目的とし

て運用しています。 

さらに今後は、自治会館で行われているサークル活動の様子なども載せていきたいと思います。 

【見晴台自治会ホームページを見るには】 

パソコンから見るにはブラウザで「miharashidai.jp」と打ち込んでください。 

スマホからはQRコードまたは「miharashidai.jp」で見ることができます。 

【行事報告のパスワード】 

ホームページはパスワード無しでご覧いただけますが、行事報告の写真やビデ

オはプライバシー保護の観点から、パスワードをかけています。 

パスワードは「長い」「面倒」とのご意見を頂きましたので、今月から数字4桁にしました。 

パスワードは毎月変わります。毎月自治会だよりに掲載していますのでご参照ください。 

〔情報担当〕  

 

トップページの行事案内     お知らせ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自治会だより       行事報告 

 

 

 

 

 

 

 

 

見晴台自治会ホームページ利用のご案内 
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災害時避難行動要支援者及び緊急通報装置設置者 

🍃 支援事業交流会を開催しました 🍃 
 

１１月１６日（土）１４時から自治会館で、支援員、

協力員、役員、民生委員、要支援や緊急通報装置に関

心のある方など４０名が参加して開催されました。 

事務局長から、自治会の要支援対応開始の経緯、

今日自治会が目指すのは日頃の会員同士の声掛け・

見守り体制を作ることにあると話がありました。 

健康福祉部からは、新しい緊急通報装置導入によ

るシステム変更の説明のほか、見守り活動事例報告、意見交換では参加者からの事例報告、

自治会に対する要望などが出されました。 

自治会での見守りから民間サービスに移行されることが説明されましたが、身体に不安を

感じている方などが緊急の場合は江別市の支援制度に登録することで、自治会が協力員等を

依頼、健康福祉部、民生委員による見守り活動は引き続き行います。 

〔健康福祉部〕 

～【生活環境部から】～～～～～～～ 

いよいよ降雪の季節となりました。生活環境部から会員の皆様にお知らせとお願いです。 

①対雁小学校の児童が描いた交通安全ポスターの展示が、１２月１４日（土）１２時まで 

自治会館大広間で行っていますので、まだ、ご覧になっていない方は是非ご覧ください。 

②ペットの散歩をされる方は、冬期間もマナーを十分に守って下さい。 

③ごみステーションの除雪は、利用している皆様でお願いします。 

④公園の利用告知看板を撤去（自治会物置に春まで保管）しました。 

⑤日没時刻が早くなりましたので、交通事故にはお気を付けください。 

⑥自宅付近で防犯灯の不具合がありましたら、連絡をお願いします。 

 

～【事務局から】～～～～～～～ 

１２月の事務局開設日は、４日、７日、１１日、１４日、１８日、

２１日、２５日、２８日の８日間です。 

水曜日は午後１時～４時まで、土曜日は午前９時～１２時まで、事務局員が事務室に駐在して

います。会費納入のほか、自治会活動に関する意見・相談なども受けておりますので、気軽にお立

ち寄りください。 ※なお、令和７年１月４日及び１１日事務局は休みます。 

１２月事務局員駐在日 

 

見晴台自治会集団資源回収収益金報告 

１１月（２日、１６日）分 

４２，２６３円になりました。 

 ご協力有難うございました。 

 毎月第１、第３土曜日  
資源回収にご協力を！ 

男性 
2,079

人 
（前

月比 
4 人

減） 

女性 

2,264

人 
（前

月比 
6 人

減） 

合計 
p4,343

人 
（前

月比 

10

人 x 

減） 
 


